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業環境技術研究所は、明治26年（1893）

に設立された農商務省農事試験場に始ま

り、114年目を迎える本年（2006）の４月１日か

らは非特定独立行政法人として装いを新たにしま

した。

私たちの研究所は、農業生産の対象となる生物

の生育環境に関する技術上の基礎的な調査や研究

などを行い、その生育環境の保全と改善に関する

技術の向上に役立つことを目的としています。こ

の目的を遂行するための５年間の研究計画では、

私たちは、農業生産環境の安全性を確保するため

の基礎的な調査と研究に重点を置いた次の３つの

課題を掲げています。

１）　�農業環境のリスクの評価および管理技術の

開発

２）　�自然循環機能の発揮に向けた農業生態系の

構造と機能の解明および管理技術の開発

３）　農業生態系の機能の解明を支える基盤的研究

私たちの研究所は、「自然、社会、人間の調和と

共存を目指す高い水準の研究を推進し、世界の食料

問題と環境問題の克服に貢献する」ことを基本理念

に掲げています。人種、国籍、宗教、言語、性、年

齢によるいかなる差別も行うことなく、研究者１人

１人が科学者として高い倫理観を備え、科学者の権

利と義務の自覚のもと、世界に卓越した知識と技術

の創造に取り組み、人類が直面する課題に対し科学

的知見を基礎とした解決方法を提案することを目指

します。

科学には、知識を深める科学（科学のための科

学）と、社会が直面する課題を理解し解決策を提

示する科学（政策のための科学）の２つがあります。

英国サセックス大学のギボンズらが提示する「知識

の創造」概念は「モード１」の知識生産と「モード２」

の知識生産によって構成されています。すなわち、

専門分野を基礎とするいわゆる蛸壺的専門主義に

基づいて研究を行う。その成果は専門分野の知識

体系の発展にいかに貢献しているかによって評価

される「モード１」。多様な専門分野からの分野横

断的な参加によって研究は行われ、その成果はい

かに問題解決に貢献したかで評価される「モード

２」（M.�ギボンズ他　著、小林信一訳「現代社会と

知の創造－モード論とは何か」、丸善ライブラリ、

1997年）。科学のための科学は「モード１」に、政

策のための科学は「モード２」に相当します。

知識の創造には、「モード２」のみでそのすべて

が可能となるわけではなく、「モード１」の存在が

必要不可欠です。私たちは、こうした基本認識に

もとづいて、農業環境政策のための研究（「モード

２」）を担う15の「リサーチプロジェクト」を単位

組織に持つとともに、農業環境科学のための研究

（「モード１」）を担う７つの「領域」を単位組織に

配置し、さらに知的基盤としてのインベントリー

センターを設け、農業環境技術に関わる知識を創

造することを目指しています。

レオナルド・ダ・ビンチ（Leonardo da Vinci）の

言葉の一節に“Knowing is not enough; we must apply. 

Being willing is not enough; we must do.”があります。

知るだけでは十分でない。応用せよ！しようと

思うだけでは十分でない。行動せよ！これは、農

業環境技術研究に携わる私たちの言葉でもありま

す。私たちは、この言葉を座右の銘として、果敢

に研究に取り組みます。

私たちの研究所は、農業環境技術研究の拠点と

して国内外の研究者から高い評価を得ています。

私たちは、国内外の関連機関と農業環境技術研究

コンソーシアムを組織して一層の連携を深め、世

界の農業環境技術研究を先導することを目指して、

絶えざる挑戦と革新を行っていきたいと考えてい

ます。
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